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校 長 森 山 直 人
総合的な学習の時間（NS-net)が、どの学年もゴールアクションを迎えました。本校の総合学習で重視し

ている資質・能力「社会参画意識の向上」に向けた、広いコミュニティとの関わり満載のゴールアクション
となりました。地域のみなさまへ、元気に活動する南中生の姿をお届けできたなら幸いです。
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１ /２５ ３年 ぐろおがるサミット2023
(木) @テノハ男鹿

NS-netで考えてきた男鹿活性化４案と、社会科経
済の学習を生かして考えた男鹿を豊かにする事業計
画５案を、市役所や事業所、地域の方々11名のコメ
ンテーターをお迎えして発信しました。
活性化案ではナマハゲ面をモチーフにした駅弁開

発やTitTokでの情報発信など、事業計画案では売り
上げ見通しや人件費、原価など詳細まで検討し、キ
ャンプ用品レンタルショップ、フランススイーツ専
門店など多彩なアイディアを提案しました。
コメンテーターのみなさまからは実現するための

課題、事業所側からの回答、アイディアに磨きを掛
けるためのたくさんのヒントをいただきました。
生徒の振り返りには「大人が本気で助言してくれ

たことがうれしかった」「これからも男鹿の未来に
ついて考えていきたい」「みんなで得意なところを
生かして考えたことが楽しかった」と、学びに向か
う意欲にあふれているようすが表れていました。
男鹿の未来が明るくなっていく雰囲気に会場全体

が包まれました。

2/9 ２年 ぐろおがるマーケット
(金) 商品販売＠オガーレ、プレゼン＠テノハ男鹿

職場体験でいただいてきたミッションを受け、鈴
木金栄堂さまと共同開発してきたお菓子の販売とプ
レゼンイベントを開催しました。
今回販売したのは“なまはげ柴灯まつり”にぴっ

たりの３商品。販売開始時刻の13時には既にたくさ
んのお客さまであふれ、店頭販売用の商品はなんと
15分で完売となりました。呼び込み隊も駅前広場で
大活躍。チラシの配布と案内を頑張った成果です。
プレゼンテーションでは近隣のスーパー、コンビ

ニ、小売店のみなさまに加え、小学校の先生など13
名のゲストの方をお迎えし、夏に販売する３商品も
含め、開発した全６種類の商品についてアピールし
ました。後半には全てのゲストのみなさまと生徒が
膝を交えて、質問やアドバイス、あたたかい賞賛の
言葉をたくさんいただきました。「チラシを見てき
ました」「お友達に誘われてきました」という、一
般のお客様にも多数お越しいただきました。
商品は順次オガーレ等で販売していく予定です。

是非、２年生の学びの成果をご賞味ください。

２ /９ １年 おが・トレジャーインフォメーション
(金) @男鹿駅前広場・なまはげ柴灯まつりサテライト会場「セドライト」

７つの男鹿の宝の魅力を「おがびと」さんたちへの取材と交流をとおしてリ
ーフレットにまとめ、その内容の発信とリーフレットの配布を行いました。
発信会場にはたくさんの保護者のみなさまをはじめ、男鹿市長さんや教育長

さんもお見えになっていました。イベントを知った観光客の方々も足をとめて
聞き入ってくださり和やかなやりとりもなされました。パフォーマンスを交え
た発表に「みなさんが男鹿に誇りをもっていることが伝わってきました。みな
さんが大人になった姿を想像して頼もしく思います。」などの感想をいただいて
います。リーフレット配布では観光客の方々にインタビューをしました。勇気
を出して外国人の方に声を掛けたチームもあり、また大きく成長した１年生の
姿がありました。来年はどんな探究の旅を繰り広げるのか楽しみです。

ぐろおがる総決算・NS-netゴールアクション大成功！
たくさんのみなさまのご来場、ありがとうございました。


